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元気臨時交付金

2億400万円を財源更正
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国
は
平
成
24
年
度
補
正

予
算
で
日
本
経
済
再
生
に

向
け
た
緊
急
経
済
対
策
を

実
施
し
た
。
本
町
で
も
５

億
２
６
２
８
万
円
の
公
共

事
業
を
実
施
し
た
。

　

実
施
に
当
た
っ
て
は
、

地
方
負
担
が
過
重
に
な
る

こ
と
か
ら
、
国
が
地
方
の

負
担
額
に
応
じ
て
「
地
域

の
元
気
臨
時
交
付
金
」
を

交
付
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

本
町
の
額
が
確
定
し
、
一

般
会
計
補
正
予
算
で
財
源

更
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

本
町
に
お
け
る
交
付
額

の
算
定
は
以
下
の
と
お
り
。

防
雪
柵
設
置
工
事
、
高
山

地
区
、
こ
う
ず
く
地
区
基

盤
整
備
な
ど
13
事
業
の
事

業
費
合
計
額
が
５
億
１
７

９
６
万
５
千
円
と
な
っ
た
。

そ
の
内
本
町
負
担
額
が
２

億
２
６
６
７
万
４
千
円
で

あ
っ
た
。
そ
の
額
に
交
付

係
数
０
・
９
を
掛
け
た
額

が
「
地
域
の
元
気
臨
時
交

付
金
」
と
な
り
、
本
町
へ

の
交
付
額
は
２
億
４
０
０

万
７
千
円
と
な
っ
た
。

　

本
町
の
地
域
の
元
気
臨

時
交
付
金
の
使
途
は
、
平

１
億
９
４
１
０
万
円
（
内

県
振
興
資
金
分
１
６
６
０

万
円
）
を
減
額
し
、
13
億

成
25
年
度
の
町
単
独
事
業

に
充
て
る
こ
と
と
し
、
水

道
事
業
会
計
支
援
事
業
や
、

旧
二
中
施
設
整
備
事
業
等

７
事
業
に
充
て
る
。
本
町

で
は
過
疎
債
、
県
振
興
資

金
、
道
路
整
備
事
業
債
な

ど
、
す
で
に
町
債
（
借
入

金
）
で
事
業
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
た
が
、
こ
の
交

付
金
を
活
用
し
、
財
源
更

正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
本
年
度
の

借
入
金
（
町
債
）
は
12
月

補
正
予
算
の
段
階
で
、
15

億
８
１
３
３
万
円
か
ら
、

８
７
２
３
万
円
と
な
っ
た
。

　

自
治
体
の
予
算
は
歳
入

（
収
入
）
と
歳
出
（
支
出
）

に
分
か
れ
て
い
る
。

　

あ
る
事
業
予
算
の
歳
出

が
１
０
０
万
円
で
、
財
源

内
訳
は
町
債
（
借
入
金
）

が
50
万
円
、一
般
財
源（
税

金
や
交
付
税
な
ど
）
が
50

万
円
だ
っ
た
。

　

事
業
が
終
了
し
て
歳
出

は
１
０
０
万
円
で
変
更
が

な
か
っ
た
が
、
町
債
（
借

入
金
）
に
代
わ
っ
て
補
助

金
が
で
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
歳
出
予

算
は
変
更
が
な
く
、
そ
の

歳
出
に
対
す
る
歳
入
の
内

訳
が
変
更
に
な
る
こ
と
を

「
財
源
更
正
」
と
い
い
、

議
会
で
補
正
予
算
の
議
決

を
経
る
こ
と
に
な
る
。

財
源
更
正

財源更生前 財源更生後

事業名 事業費
財源内訳 財源内訳

国県支出金 町債 一般財源 国県支出金 町債 一般財源
旧二中施設整備 52,762 52,700 62 52,762 0
水道事業会計支援 81,450 81,400 50 81,450 0
道路側溝整備 15,000 13,500 1,500 15,000 0
県単事業負担金 21,049 2,000 19,049 21,049 0
新山川中線道路 4,500 4,500 0 3,585 915
東陽寺前中線道路 16,000 14,400 1,600 13,927 2,073
中心市街地活性化 18,000 9,000 9,000 16,234 1,766
合　　計 20,8761 0 177,500 31,261 204,007 4,754

平成24年度補正予算公共事業
１基盤整備（高山）
２基盤整備（こうずく）
３防雪柵（大塚東線）
４防雪柵（坂水萩野線）
５防雪柵（八ツ口宿線）
６橋梁長寿命化
７町道舗装補修

等13事業

5億1796万5千円 町負担額合計

×0.9＝

交付額
町
負
担

２
億
２
６
６
７
万

４
千
円

元気臨時
交付金

2億400万
7千円

「地域の元気臨時交付金」を活用、コミュニティ施設への整備が進む旧二中、28年に供用予定

12 月
定例会

　

12
月
定
例
会
が
12
月
３
日
か
ら
13
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

第
１
日
目
に
、
請
負
契
約
の
変
更
２
件
を
可
決
し
、
条
例
１

件
、
字
の
区
域
、
名
称
の
変
更
１
件
を
常
任
委
員
会
に
付
託
、

条
例
１
件
、
一
般
会
計
等
補
正
予
算
３
件
を
一
括
上
程
し
、
予

算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　

第
２
日
目
に
、
一
般
質
問
を
行
い
３
議
員
が
農
業
問
題
な
ど

を
取
り
上
げ
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

第
３
日
目
以
降
に
、
常
任
委
員
会
、
予
算
特
別
委
員
会
分
科

会
を
開
き
、
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
、
予
算
特
別
委
員
会
の
採
決
後
、
本
会
議
を
開
き
、

付
託
し
た
６
議
案
、
議
員
発
議
１
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、

請
願
１
件
を
採
択
し
て
、
１
意
見
書
を
国
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
期
定
例
会
の
傍
聴
者
は
３
人
で
し
た
。

12月定例会の
あらまし

２
億
４
０
０
万
円
を
財
源
更
生

地域の元気臨時交付金

財 源 更 正 の 内 訳 （単位千円）

地域の元気臨時交付金のスキーム（枠組み）
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問

認
可
保
育
所
経
費

の
補
助
金
と
は
何

か
。

教
育
総

務
課
長

国
の
安
心
こ
ど
も

基
金
を
活
用
し
、

県
が
取
り
組
む
事
業
で
、

認
可
保
育
所
の
保
育
士
の

処
遇
改
善
の
た
め
の
補
助

金
で
あ
る
。

問

西
大
塚
路
線
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を

リ
ー
ス
す
る
と
の
こ
と
だ

が
ど
う
い
う
こ
と
か
。

教
育
総

務
課
長

こ
の
路
線
の
バ
ス

は
、
平
成
９
年
に

購
入
し
、
走
行
距
離
な
ど

に
よ
り
損
耗
が
激
し
い
こ

と
か
ら
、
リ
ー
ス
対
応
と

し
た
。

問

除
雪
委
託
料
に
つ

い
て
は
先
の
第
三

号
補
正
で
確
保
さ
れ
た
の

で
は
。

地
域
整

備
課
長

こ
の
た
び
の
委
託

料
単
価
改
定
に
よ

る
も
の
で
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
人
件
費
の
上
昇
が

要
因
で
あ
る
。

意
見

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

人
材
確
保
に
つ
い

て
委
託
業
者
と
協
議
・
検

討
さ
れ
た
い
。

問

退
職
被
保
険
者
等

に
係
る
給
付
費
に

３
０
３
９
万
円
の
増
額
補

正
で
あ
る
が
、
ど
う
い
う

わ
け
か
。

医
療
給

付
主
幹

国
民
健
康
保
険
の

退
職
被
保
険
者
は

昨
年
比
46
名
増
加
し
て
お

り
、
入
院
に
係
る
療
養
給

付
費
や
高
額
な
治
療
を
受

け
て
い
る
方
が
多
い
こ
と

に
よ
る
。

平成２5年度補正予算（第４号）の主な内容

歳出（支出）

議会費（報酬・手当の減） △251万円

認可保育所補助金（保育士処遇改善） 105万円

国際交流（ブラジルへ　Ｐ４参照） 307万円

道路維持管理費（電気料金の値上げ分） 100万円

スクールバスリース料、燃料 242万円

除雪委託料 2600万円

障害介護給付費など扶助費 3152万円

歳入（収入）

国より　地域の元気臨時交付金 2億400万円

置賜広域病院組合過年度返還金 3188万円

会　計　別 歳入歳出予算 議決の内容

一般会計
（４回目）

99億8663万円
（7669万円を追加補正）

全員賛成によ
り可決

国民健康保険
事業特別会計

（２回目）

19億3694万円
（8039万円を追加補正）

全員賛成によ
り可決

後期高齢者
医療特別会計

（１回目）

1億7056万円
（1437万円を追加補正）

全員賛成によ
り可決

　

２
月
10
日
か
ら
18
日
ま

で
の
日
程
で
、
原
田
町
長
、

齋
藤
議
長
他
１
名
が
ブ
ラ

ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
の

ス
ザ
ノ
市
を
視
察
訪
問
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
は
同
市
に
あ
る
イ

ペ
ラ
ン
ジ
ャ
ホ
ー
ム
の
ダ

リ
ア
園
の
開
園
20
周
年
の

記
念
式
典
に
招
待
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
施
設
は
、
大
塚
出

身
の
内
谷
忠
雄
氏
の
寄
付

に
よ
っ
て
１
９
５
９
年
に

設
立
さ
れ
た
高
齢
者
の
た

め
の
ホ
ー
ム
で
、
広
大
な

敷
地
に
ダ
リ
ア
園
が
併
設

さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
６
年
の
こ
の
園
の

開
設
時
に
川
西
ダ
リ
ヤ
園

か
ら
90
球
の
球
根
が
送
ら

れ
、
そ
の
翌
年
に
２
０
０

球
、
さ
ら
に
平
成
20
年
に

も
２
５
０
球
を
贈
呈
し
た

い
き
さ
つ
が
あ
る
。

　

平
成
10
年
、
当
時
の
髙

橋
町
長
が
県
人
会
創
立
45

周
年
に
あ
た
っ
て
ブ
ラ
ジ

ル
を
訪
問
し
た
。
そ
の
折

に
二
つ
の
ダ
リ
ア
園
の

「
姉
妹
園
」
の
覚
書
が
締

結
さ
れ
た
が
、
遠
く
離
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
交
流

展
開
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

同
市
の
人
口
は
約
27
万

人
。
輸
出
産
業
を
中
心
と

す
る
物
流
都
市
。

　

在
住
す
る
山
形
県
出
身

は
16
家
族
で
、
う
ち
３
家

族
が
本
町
出
身
で
あ
る
と

い
う
。

　

今
回
の
訪
問
を
機
に
、

ダ
リ
ア
栽
培
の
み
な
ら
ず

若
者
の
派
遣
研
修
や
、
福

祉
分
野
で
の
情
報
交
換
・

交
流
の
発
展
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

上段　イペランジャホームのダリア園
下段　施設正面全景

補　正

予　算

総務文教
第 1

分科会

産業厚生
第 ２

分科会

平成25年度 各会計補正予算 地
球
の
裏
側
と
交
流
事
業
展
開

ブ
ラ
ジ
ル
・
ス
ザ
ノ
市
の
福
祉
施
設
ダ
リ
ア
園
へ

　予算特別委員会は、常任委員会を単位とする
２分科会で構成され、一般会計など３会計補正
予算及び条例１件を審議し、いずれも可決しま
した。主な補正予算、分科会での質疑は以下の
とおりです。

国
際
交
流
事
業

３
０
７
万
円

（4）（5） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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淀
「
買
い
物
難
民
」

と
い
う
言
葉
は
住

民
に
は
馴
染
ま
な
い
が
、

買
い
物
弱
者
を
支
援
す
る

た
め
の
行
政
機
関
や
公
文

書
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
全
国
に
１
７
４

２
あ
る
自
治
体
の
内
７
区

域
が
「
買
い
物
難
民
」
支

援
モ
デ
ル
事
業
の
指
定
を

受
け
て
い
る
。
吉
島
地
区

が
こ
の
１
か
所
に
入
り
調

査
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
事

は
大
変
珍
し
く
も
あ
る
が
、

町
の
現
状
が
厳
し
い
証
に

も
と
れ
る
。

　

事
業
主
体
は
吉
島
地
区

交
流
セ
ン
タ
ー
特
定
非
営

利
活
動
法
人
「
き
ら
り
よ

し
じ
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
。

平
成
25
年
６
月
か
ら
平
成

26
年
２
月
ま
で
65
歳
以
上

の
１
人
独
居
老
人
な
ど
の

30
所
帯
を
対
象
に
、
買
い

物
注
文
と
無
料
配
達
代
行

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
、
調
査

し
て
い
る
。
国
の
緊
急
雇

用
の
目
的
も
あ
り
、
調
査

研
究
委
託
料
２
５
６
万
円

が
交
付
さ
れ
た
。
買
い
物

難
民
に
つ
い
て
は
ど
う
考

え
る
か
。

町
長
吉
島
地
区
は
、
総

務
省
直
轄
の
補
助

事
業
、
総
合
生
活
支
援
の

モ
デ
ル
事
業
に
申
請
し
採

択
さ
れ
た
。

　

吉
島
地
区
商
工
会
や
地

区
福
祉
関
係
団
体
と
情
報

を
共
有
し
、
高
齢
者
や
弱

者
を
支
え
る
仕
組
み
を
研

究
し
て
い
る
。

淀
国
の
行
政
課
題
の

１
つ
に
、
中
心
市

街
地
の
空
洞
化
、
ド
ー
ナ

ツ
現
象
が
進
む
中
で
、
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
づ
く
り

が
あ
が
っ
て
い
る
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と

は
、
学
校
、
病
院
な
ど
の

公
共
機
関
や
商
店
街
、
住

居
な
ど
を
１
か
所
の
区
域

に
ま
と
め
る
街
づ
く
り
で
、

買
い
物
難
民
の
解
消
に
も

な
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

す
で
に
青
森
市
な
ど
で
は

郊
外
へ
の
大
型
ス
ー
パ
ー

の
抑
制
を
し
て
い
る
。
し

か
し
山
間
部
の
地
域
住
民

を
、
町
中
心
部
に
ま
と
め

る
発
想
に
は
戸
惑
い
を
感

じ
る
が
ど
う
か
。

橋
本

政
府
は
来
年
か
ら

経
営
所
得
安
定
直

接
払
い
（
旧
戸
別
所
得
補

償
）
を
半
額
の
７
５
０
０

円
と
し
、
２
０
１
８
年
か

ら
は
生
産
調
整
を
廃
止
す

る
と
発
表
し
た
。
生
産
調

整
に
よ
っ
て
一
定
の
コ
メ

の
需
給
が
保
た
れ
、
経
営

安
定
直
接
払
い
で
採
算
を

と
っ
て
い
た
。
あ
ら
ゆ
る

と
こ
ろ
か
ら
不
安
と
不
満

の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

金
額
的
に
町
で
は
ど
の

く
ら
い
の
影
響
が
あ
る
か

ま
た
、
そ
の
対
応
は
。

町
長
町
内
で
は
４
４
１

５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

水
田
が
あ
り
、
コ
メ
を
基

軸
と
し
て
い
る
。
今
回
の

政
策
の
見
直
し
で
多
大
な

影
響
が
出
る
も
の
と
懸
念

し
て
い
る
。

　

昨
年
度
の
直
接
払
い
交

付
金
だ
け
を
と
れ
ば
農
家

数
の
76
パ
ー
セ
ン
ト
が
契

約
し
、
4
億
１
５
０
０
万

円
を
受
領
し
て
い
る
。

　

10
年
20
年
先
の
農
業
を

考
え
、
次
世
代
に
受
け
継

ぐ
た
め
に
ど
う
す
べ
き
か

を
考
え
、「
ぶ
れ
な
い
」

町
長
高
齢
化
社
会
に
お

け
る
ま
ち
づ
く
り

の
有
効
な
手
段
の
１
つ
と

考
え
ら
れ
、
持
続
性
の
あ

る
視
点
か
ら
研
究
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

淀
大
規
模
小
売
店
舗

法
に
よ
り
、
大
型

ス
ー
パ
ー
出
店
計
画
で
は

地
元
商
店
街
と
話
し
合
い

が
も
た
れ
た
が
廃
止
さ
れ

た
。
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

づ
く
り
と
、
廃
止
に
な
っ

た
大
規
模
小
売
店
舗
法
と

の
関
係
や
、
経
済
効
率
を

中
心
に
し
た
街
づ
く
り
に

は
疑
問
が
あ
る
。

町
長
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
中
心
部
の

活
性
化
と
各
地
区
の
地
域

づ
く
り
が
肝
要
と
考
え
る
。

淀
町
の
高
齢
化
率
は

30
％
と
高
い
。
買

い
物
難
民
の
調
査
結
果
に

期
待
す
る
。

橋
本

上
回
る
と
い
わ
れ

て
も
、
今
ま
で
直

接
払
い
が
あ
っ
て
農
家
経

営
や
将
来
設
計
が
成
り

立
っ
て
い
た
。
環
境
保
全

や
地
域
払
い
で
は
農
家

個
々
に
対
し
て
、
直
接
補

助
す
る
の
と
違
い
ま
っ
た

く
効
果
が
期
待
で
き
な
い
。

長
期
戦
略
が
必
要
と
考
え

る
。橋

本
４
億
１
５
０
０
万

円
の
半
分
に
な
る

わ
け
だ
か
ら
農
家
個
々
に

と
っ
て
も
、
町
・
地
域
経

済
に
と
っ
て
も
死
活
問
題

と
な
る
。
の
ん
き
に
構
え

て
い
る
時
で
は
な
い
と
思

う
が
ど
う
か
。

町
長
直
接
支
払
い
だ
け

を
と
れ
ば
そ
う
な

る
が
、
そ
の
他
環
境
保
全

や
え
さ
米
栽
培
等
を
加
味

す
る
と
昨
年
を
上
回
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。

橋
本

農
政
改
革
の
も
う

一
つ
の
目
玉
に
農

地
中
間
管
理
機
構
（
農
地

バ
ン
ク
）
設
立
が
あ
る
。

農
地
を
所
有
者
か
ら
農
地

バ
ン
ク
に
借
り
受
け
し
、

整
備
し
た
う
え
で
希
望
者

に
貸
し
付
け
る
も
の
だ
。

た
だ
し
、
地
域
の
状
況
や

人
の
情
報
を
知
っ
て
い
る

農
業
委
員
会
や
Ｊ
Ａ
の
許

可
や
承
諾
な
し
で
貸
し
借

り
で
き
る
た
め
、
農
地
が

企
業
や
地
域
外
の
経
営
者

に
簡
単
に
貸
出
さ
れ
、
ト

ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

　

現
在
、
各
地
区
な
ど
で

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
が

策
定
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
で
、

こ
れ
が
無
視
さ
れ
る
危
険

性
が
あ
る
が
ど
う
考
え
る

か
。

農
業
委
員

会
会
長　

地
域
の
実
態
に

基
づ
い
た
農
業
振

興
が
大
切
で
あ
り
、
農
地

の
多
面
的
な
機
能
が
十
分

に
発
揮
で
き
る
政
策
を

国
・
県
に
は
た
ら
き
か
け

る
。

橋本欣一 議員淀　秀夫 議員

急がれる商店街の振興 コメ中心から多品目栽培へ

来
年
か
ら
の
コ
メ
生
産
調
整
見
直
し
の
対
応
策
は

町
長 

ー 

本
町
農
業
へ
の
影
響
を
分
析
し
、
水
田
を
フ
ル
活
用
し
た
「
ぶ
れ
な
い
農
業
」
の
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
取
り
組
む

定
例
会
２
日
目
に
、
３
人
の
議
員
に
よ
り

一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容

を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国のモデル事業指定、「買い物難民」をどう考えるか
　　　　町長 ー 持続性のある視点から研究を

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
は

農
地
中
間
管
理
機
構

（
農
地
バ
ン
ク
）を
ど

う
考
え
る
か
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斉
藤

本
町
に
は
、
桜
の

植
栽
地
は
何
箇
所

あ
り
、
管
理
は
誰
が
行
っ

て
い
る
の
か
。
町
民
の
皆

様
に
見
て
い
た
だ
き
、
育

ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
植

栽
地
に
看
板
を
設
置
し
、

長
く
維
持
管
理
の
で
き
る

環
境
を
作
る
べ
き
で
あ
る
。

町
長
植
栽
の
本
数
は
、

２
１
０
０
本
余
り

で
学
校
や
公
園
、
遊
休
地

な
ど
、
38
箇
所
を
把
握
し

て
い
る
。
維
持
管
理
は
、

施
設
管
理
者
や
地
元
有
志

の
皆
さ
ん
に
委
ね
、
管
理

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

提
案
い
た
だ
い
た
看
板
の

設
置
は
具
体
化
に
向
け
検

討
す
る
。

斉
藤

本
町
と
し
て
の
桜

見
守
り
隊
の
位
置

づ
け
と
関
わ
り
は
。

町
長
桜
見
守
り
隊
は
、

平
成
18
年
に
自
主

組
織
と
し
て
結
成
さ
れ
た
。

会
員
は
21
名
を
数
え
、
町

内
の
植
栽
地
を
巡
回
し
指

導
助
言
を
頂
い
て
い
る
。

美
女
木
や
ダ
リ
ヤ
園
の
隣

接
地
で
あ
る
「
ふ
れ
あ
い

の
丘
」
の
桜
は
直
接
管
理

を
お
願
い
し
て
い
る
。

斉
藤

置
賜
公
園
整
備
事

業
に
際
し
、
桜
見

守
り
隊
と
の
事
前
協
議
は

行
わ
れ
た
の
か
。
ま
た
、

桜
の
老
木
の
根
元
を
掘
削

し
て
遊
歩
道
を
整
備
し
て

い
る
が
、
桜
の
木
が
枯
れ

て
し
ま
う
の
で
は
。

町
長
工
事
予
定
箇
所
に

桜
の
支
障
木
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
見
守
り
隊

等
と
事
前
協
議
を
行
っ
た
。

老
木
付
近
の
歩
道
整
備
工

事
に
つ
い
て
は
、
協
議
し

な
か
っ
た
の
で
お
詫
び
す

る
。

　

ま
た
、
桜
見
守
り
隊
か

ら
「
桜
の
植
栽
と
管
理
」

に
関
し
て
具
申
を
頂
く
こ

と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
作

り
を
検
討
す
る
。

斉
藤

桜
の
木
を
定
期
観

察
し
て
頂
く
た
め

樹
木
医
な
ど
の
活
用
を
求

め
る
。

町
長
今
後
も
桜
見
守
り

隊
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
頂
き
桜
の
育
成
管
理
を

行
っ
て
い
く
。
必
要
に
応

じ
樹
木
医
等
の
助
力
を
受

け
た
い
。

斉
藤

来
町
す
る
人
か
ら

は
、
目
的
地
に
ど

う
行
け
ば
い
い
の
か
迷
う

と
の
話
を
聞
く
。
特
に
吉

島
や
東
大
塚
の
道
路
が
問

題
で
あ
る
。
ま
た
、
井
上

ひ
さ
し
や
ダ
リ
ヤ
園
、
そ

れ
に
米
沢
牛
の
主
産
地
な

ど
、
本
町
を
宣
伝
す
る
看

板
が
な
い
。
看
板
で
の
宣

伝
も
必
要
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
ダ
リ
ヤ
園
や
置
賜
病

院
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ

ザ
な
ど
へ
の
案
内
看
板
設

置
も
求
め
る
。

町
長
町
の
広
報
宣
伝
と

し
て
看
板
の
設
置

は
必
要
で
あ
る
。
山
形
県

屋
外
広
告
物
条
例
の
規
制

対
象
と
な
ら
な
い
範
囲
で
、

効
果
的
設
置
場
所
を
近
隣

市
町
と
の
共
同
設
置
も
含

め
調
査
研
究
を
行
い
た
い
。

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か

ら
消
費
税
が
５
パ
ー
セ
ン

ト
か
ら
８
パ
ー
セ
ン
ト
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
町
内
各
施
設
の
使

用
料
・
利
用
料
金
の
消
費

税
率
を
8
パ
ー
セ
ン
ト
に

引
き
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。

　

料
金
等
の
う
ち
、
総
額

表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
は

消
費
税
を
除
い
た
価
格
に

改
定
後
の
税
率
を
乗
じ
て

求
め
た
。

　

該
当
す
る
施
設
等
料

金
・
使
用
料
条
例
は
教
育

施
設
、
体
育
館
、
浴
浴
セ

ン
タ
ー
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー

プ
ラ
ザ
な
ど
の
14
条
例
・

18
項
目
。
引
き
上
げ
額
は

約
１
２
０
万
円
と
な
る
見

込
み
で
あ
る
。

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

（
反
対
１
人
）

　

主
な
改
正
点
は
、
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
る
個
人

住
民
税
の
特
別
徴
収
対
象

者
が
、
他
市
町
村
に
転
出

し
た
り
、
医
療
費
控
除
な

ど
で
住
民
税
額
が
変
更
に

な
っ
た
場
合
、
一
定
の
要

件
の
も
と
、
そ
の
ま
ま
特

別
徴
収
を
継
続
す
る
。

　

ま
た
、
徴
収
額
の
急
激

な
変
化
を
避
け
る
た
め
に

年
間
の
徴
収
額
が
平
準
化

さ
れ
る
よ
う
、
算
定
方
法

を
見
直
す
。

　

さ
ら
に
、
税
負
担
に
左

右
さ
れ
ず
に
金
融
商
品
を

選
択
で
き
る
よ
う
課
税
方

法
を
変
更
す
る
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

　

９
月
定
例
会
で
、
大
塚

東
線
（
東
大
塚
地
内
）
と

八
ツ
口
宿
線
（
尾
長
島
工

業
団
地
前
）
の
防
雪
柵
設

置
工
事
の
契
約
が
可
決
さ

れ
、
工
事
が
着
工
し
て
い

る
。
今
議
会
で
は
さ
ら
に

そ
れ
ぞ
れ
の
工
事
個
所
の

延
長
と
追
加
工
事
の
提
案

が
あ
っ
た
。

　

大
塚
東
線
で
は
、
東
大

塚
か
ら
下
田
に
か
け
て
の

カ
ー
ブ
に
も
防
雪
柵
を
延

長
（
64
ｍ
）、
１
０
０
０

万
円
を
追
加
し
た
。　

　

八
ツ
口
宿
線
に
つ
い
て

は
路
肩
補
強
防
草
の
た
め

の
工
事
で
91
万
円
を
追
加

し
た
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

今
年
も
ウ
マ
い
年
に

　

12
月
27
日
、
中
郡
地
区

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

「
杉
の
子
」
に
よ
る
餅
つ

き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
蒸

し
た
餅
米
を
杵
と
臼
で
こ

ね
、
そ
の
後
餅
を
つ
く
本

格
的
な
も
の
で
、
最
初
は
、

指
導
員
の
先
生
や
セ
ン

タ
ー
の
関
係
者
の
方
々
が

餅
を
つ
き
、
仕
上
げ
は
子

ど
も
た
ち
全
員
で
行
い
ま

し
た
。
初
め
て
杵
を
持
つ

子
ど
も
た
ち
が
多
く
、
心

配
さ
れ
た
が
、
見
事
に
餅

が
つ
き
あ
が
り
全
員
で
お

い
し
く
食
べ
ま
し
た
。
餅

を
食
べ
な
が
ら
、
平
成
26

年
が
子
ど
も
た
ち
の
飛
躍

の
年
と
な
る
よ
う
に
願
い

ま
し
た
。

桜の名所置賜公園の問題の遊歩道

使用料アップでも変わらぬ利用を

斉藤智志 議員

町
の
シ
ン
ボ
ル「
桜
の
木
」管
理
の
在
り
方
を
問
う

町
長 

ー 

今
後
も
「
桜
見
守
り
隊
」
の
指
導
助
言
を
あ
お
ぐ

町
道
な
ど
へ
の
案
内

表
示
板
の
設
置
を
求

め
る

条　例
消
費
税
増
税
に
と
も
な
い

使
用
料
な
ど
ア
ッ
プ

防
雪
柵
増
工
事

川
西
町
国
民
健
康
保

険
税
条
例
と
町
税
条

例
の
一
部
改
正

契　約

表
紙
の
写
真
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町
民
参
加
の
拡
大
と
議

会
の
活
性
化
を
目
的
と
し

た
議
会
基
本
条
例
が
制
定

さ
れ
、
平
成
25
年
５
月
２

日
よ
り
施
行
さ
れ
た
。

　

議
会
で
は
そ
の
具
現
化

の
た
め
、
住
民
と
議
会
の

「
意
見
交
換
会
」
を
開
催

す
る
こ
と
と
し
、
議
会
運

営
委
員
会
、
広
報
広
聴
常

任
委
員
会
で
検
討
を
進
め

て
き
た
。　
　
　

　

こ
の
た
び
小
松
、
大
塚
、

中
郡
の
３
地
区
で
初
の
意

見
交
換
会
を
開
催
し
た
が
、

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
得
て
、
盛
会
裏
に
、

そ
し
て
有
意
義
に
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

意
見
交
換
会
の
テ
ー
マ

と
し
て
、「
町
有
施
設
の

あ
り
方
に
つ
い
て
」「
議

員
定
数
に
つ
い
て
」
の
二

つ
を
設
定
し
た
。

　

町
有
施
設
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
庁
舎
、
中
央

公
民
館
を
は
じ
め
と
し
て

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
再
生
整
備
が
必

要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
一

方
で
こ
れ
ら
す
べ
て
の
整

備
を
進
め
て
い
く
こ
と
は

財
政
上
の
困
難
を
伴
い
、

施
設
の
複
合
化
や
効
率
化

が
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に

利
便
性
や
安
全
性
も
検
討

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、

平
成
19
年
実
施
の
選
挙
の

際
、
そ
れ
ま
で
の
定
数
19

か
ら
15
と
し
た
。
そ
の
後

２
回
の
定
数
削
減
の
請
願

を
不
採
択
と
し
て
い
る
。

　

意
見
交
換
会
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
質
疑
、

要
望
、
意
見
に
対
し
て
、

議
会
で
答
弁
で
き
る
も
の
、

町
当
局
の
対
応
が
必
要
な

も
の
を
整
理
し
な
が
ら
進

行
さ
れ
た
が
、
後
日
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
そ
の
内
容

を
公
開
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
常

任
委
員
会
で
議
論
さ
れ
た

こ
と
を
含
め
て
、
今
回
の

意
見
交
換
会
で
で
た
要
望

意
見
を
政
策
提
言
書
と
し

て
ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

初
め
て
の
試
み
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
各
地
区
の
セ

ン
タ
ー
長
、
自
治
会
長
連

合
会
の
役
員
の
皆
様
の
ご

協
力
を
頂
き
、
大
き
な
成

果
を
残
し
て
終
了
で
き
た

こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
た

い
。

地区名 月　日 会　場 参加者 議　　員　（先頭が班長）

小松 11月12日 中央公民館 34人 髙橋　　忠、佐々木賢一、島貫德右エ門、斉藤　智志、（髙橋　照夫）

大塚 11月13日 大塚地区交流センター 30人 淀　　秀夫、佐々木賢一、加藤　俊一、橋本　欣一、（齊藤　修一）

中郡 11月19日 中郡地区交流センター 24人 髙梨　勇吉、金子　一郎、黒澤　　巖、髙橋　建一、遠藤　章一

質疑、要望、意見 質疑等への回答・今後の対応

１

今後の町有施設のあり方
○庁舎は、あとどの位使用可能か。 ○耐震診断の結果にもよるが、町は庁舎整備を第５次総合計画

で進められればという意向である。
○小学校の耐震化に３年間で約４億円を見込んでいる
が、小学校の統合を棚上げして耐震工事を行うのは
無駄遣いといえないか。

○玉庭小学校の耐震診断の結果、校舎は耐震補強工事、屋内運
動場は全面改築となる。現在、学区再編の協議会を開催して
いるが、安全を考慮し耐震化を先行させるとの町の方針であ
る。

○川西診療所は平成28年改築の予定だが、整備にあ
たっては町福祉計画の受け皿となるような施設にす
るべきだ。

○町から改築の方針が示されたが、福祉部門については一定の
機能を付加するため、関係機関と調整中とのことであった。
健康福祉センター構想との整合性が必要だ。

○埋蔵文化財資料館の現状と今後について。 ●まちづくり課
施設の老朽化もあり、28年に供用予定の旧２中コミュニティ
施設に埋蔵文化財展示機能を移転する計画である。

２

議員定数について
○議員定数に関する調査特別委員会を設置して検討す
るとのことだが、構成は。また住民の意見はどうす
るのか。

○議長を除く13人の議員で構成される。住民の意見は十分考
慮しなければならない。意見の聴取については特別委員会で
検討される。

○１人が辞職し、現在数14人であるが支障があるか。 ○委員会運営に少なからず支障がある。ある一定の人数が必要
ではないかという議論がある。

○定数は人口だけで判断するのか。このままで良いと
思う。

○町として最低必要な議員数は。町民としては少ない
方が良い。

○常任委員会制をとっているので現数が必要と思われる。平成
26年３月までに特別委員会で結論を出す。

３

その他町政・議会全般に関すること ●産業振興課
○ＬＥＤ街路灯が整備されたが、駅周辺のにぎわいが
なければ商店街の振興、活性化は望めない。どんな
計画があるのか。

平成25年度中に中心市街地活性化協議会を立ち上げ、26年度
中に具体的な計画を策定する。

○人口が減少傾向にあるが、これ以上人口を減らさな
い方策を聞きたい。

○町の総合計画後期計画では過疎債を活用し、起業支援基金、
子育て支援基金、人材育成交流基金の３基金を創設（それぞ
れ１億円）した。この財源を活用して事業を展開し人口減少
対策の一方策となることに期待。

○過疎債は何年まで適用されるのか。また学校建設に
も適用できるのか。

○平成32年までの延長が決まっている。学校も対象事業に入っ
ているので適用になる。

○農地の基盤整備の状況は。 ○こうずく、高山地区に続いて続々名乗りが挙げられている。
早急な整備が望まれるが、事業費の10％を町が負担するこ
ととなっており、限度がある。今後国・県に対して町負担の
ガイドライン見直しを要望していく。

○６次産業化の拠点施設の整備は。 ○平成27年度に整備予定だが、場所、運営主体等まだまだ具
体化していない。

○入札制度について、相入札業者が一部であっても下
請けをすることは考えられないが、どうなのか

●出納検査課
建設業法上では問題がなく、町としては、規制していない。

『政策提言』会議への
ご 案 内

初めての政策提言書の提出に町民
の皆さんのご出席をお願いします。

と　き　１月20日㈪午後１時30分
ところ　川西町議会議場　　　　

小松地区

中郡地区

大塚地区

意　見
交換会

有
意
義
な
意
見
交
換
で
し
た

３
会
場
で
初
開
催

こんな質問･要望がありました（抜粋）議会ホームページで公開されます
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昨
年
８
月
よ
り
進
め
ら

れ
て
い
た
小
松
地
区
商
店

街
の
街
路
灯
の
改
修
が
完

成
し
、
12
月
３
日
、
そ
の

点
灯
式
が
行
わ
れ
た
。
Ｌ※

Ｅ
Ｄ
の
照
明
は
み
ち
が
え

る
程
明
る
く
、
式
典
参
加

者
か
ら
思
わ
ず
歓
声
が
あ

こ
と
か
ら
、
計
画
を
変
更

し
て
応
募
申
請
し
た
と
こ

ろ
、
み
ご
と
採
択
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　

支
柱
も
耐
震
性
な
ど
を

考
え
て
全
て
新
設
と
な
り
、

事
業
額
は
当
初
に
比
べ
倍

増
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

町
か
ら
の
支
援
は
約
１
８

０
０
万
円
、
25
年
度
当
初

予
算
額
と
同
額
で
あ
る
。

　

こ
の
た
び
の
街
路
灯
は

三
代
目
。
初
代
は
昭
和
39

年
で
、
そ
れ
か
ら
14
年
後

に
二
代
目
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
折
の
要
望
書

に
は
、「
風
雪
に
冒
さ
れ

老
朽
腐
蝕
、
破
損
も
甚
だ

し
く
（
中
略
）
た
だ
単
に

残
柱
の
み
醜
悪
の
形
骸
を

晒
し
て
、
防
犯
灯
の
役
す

ら
果
た
し
得
な
い
」
と
書

か
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、

町
は
１
０
０
万
円
を
支
援

し
た
が
、
商
店
街
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
、
住
民
の
安

全
施
設
と
し
て
、
各
自
治

会
が
一
基
あ
た
り
７
万
２

０
０
０
円
も
の
建
設
負
担

金
を
も
の
と
も
せ
ず
、
完

成
に
至
っ
た
こ
と
は
驚
き

で
あ
る
。
昭
和
と
い
う
時

代
の
熱
気
を
思
わ
せ
る
も

の
で
も
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
一
新
し
た
三
代

目
も
、
町
民
に
愛
さ
れ
商

店
街
活
性
化
の
契
機
と
な

る
か
が
、
残
さ
れ
た
重
要

な
課
題
だ
。
今
年
、
地
域

商
店
会
活
性
化
事
業
を
得

て
、
表
参
道
・
五
日
町
が

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業

と
キ
ラ
リ
ン
市
を
開
催
し

た
。
若
手
商
店
主
の
皆
さ

ん
の
活
躍
が
、
お
お
い
に

期
待
さ
れ
る
。

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121415

議　　員　　名

橋
本
　
欣
一

遠
藤
　
章
一

斉
藤
　
智
志

髙
橋
　
建
一

黒
澤
　
　
巖

髙
橋
　
照
夫

淀
　
　
秀
夫

加
藤
　
俊
一

島
貫
德
右
エ
門

髙
橋
　
　
忠

金
子
　
一
郎

佐
々
木
賢
一

髙
梨
　
勇
吉

齋
藤
　
修
一

議第76号　消費税等の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例の設定
について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第4号　新聞の消費税軽減税率の適用を目指し、政府への意見書提出に
ついて × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第26号　新聞の軽減税率に関する意見書の提出 × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　町提出議案８件、請願審査１件、議員発議２件で上記以外は出席者全員賛成でした。
　議第76号は町提出議案、発議第26号は議員提案議案、　○は賛成、×は反対　議長は賛否に加わらない。

が
っ
た
。

　

こ
れ
は
24
年
９
月
に
、

川
西
町
街
路
灯
管
理
運
営

委
員
会
（
商
工
会
・
地
元

自
治
会
で
構
成
）
よ
り
要

望
書
が
出
さ
れ
た
も
の
で
、

建
設
後
35
年
を
経
て
老
朽

化
が
著
し
い
の
で
、
改
修

の
た
め
の
支
援
を
願
う
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
当

初
は
支
柱
の
補
強
と
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
と
の
計
画
で
、
25
年

３
月
議
会
で
補
助
支
援
が

決
定
し
た
。
と
こ
ろ
が
４

月
、
国
が
大
型
補
正
に
よ

る
補
助
事
業
を
創
設
し
た

　

新
聞
は
、
国
の
内
外
で

日
々
起
き
る
広
範
な

ニ
ュ
ー
ス
や
情
報
を
報
道

し
、
多
様
な
意
見
・
論
評

を
広
く
国
民
に
提
供
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
民
主
主

義
社
会
の
健
全
な
発
展
と

国
民
生
活
の
向
上
に
寄
与

し
て
い
る
。

　

４
月
か
ら
の
消
費
税
増

税
に
お
い
て
は
、
政
府
は

「
消
費
税
ア
ッ
プ
に
例
外

は
作
り
た
く
な
い
と
考
え

て
い
る
よ
う
だ
が
、
多
く

の
先
進
国
で
は
品
目
別
の

複
数
税
率
が
導
入
さ
れ
て

い
る
。

　

新
聞
が
果
た
す
社
会
的

使
命
を
考
慮
し
、
政
府
に

は
、「
複
数
税
率
の
導
入
」、

「
新
聞
へ
の
軽
減
税
率
適

用
」
の
実
現
を
強
く
要
望

す
る
。　

・
消
費
税
増
税
に
当
た
り

複
数
税
率
を
導
入
す
る
こ

と
。

・
新
聞
へ
の
軽
減
税
率
を

適
用
す
る
こ
と
。

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

（
反
対
２
人
）

◎
新
聞
へ
の
消
費
税
軽
減

税
率
適
用
を
目
指
し
、
政

府
へ
の
意
見
書
提
出
に
つ

い
て

︽
請
願
者
︾

川
西
町
大
字
上
小
松

１
４
７
１
番
地
１

今
野
新
聞
店

　
　
　
　
　

今
野　

雄
市

︽
紹
介
議
員
︾

　
　
　
　
　

金
子　

一
郎

︽
審
査
の
経
過
と
結
果
︾

　

本
請
願
は
、
4
月
か
ら

実
施
さ
れ
る
消
費
税
増
税

に
よ
っ
て
新
聞
の
購
読
を

中
止
す
る
家
庭
が
増
え
る

こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。

ま
た
社
会
へ
の
関
心
が
低

下
す
る
心
配
が
あ
る
こ
と

を
憂
慮
し
て
い
る
。
よ
っ

て
、
消
費
税
の
複
数
税
率

の
導
入
と
新
聞
へ
の
軽
減

税
率
の
適
用
を
求
め
る
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

審
査
で
は
軽
減
税
率
の

適
用
は
新
聞
だ
け
で
な
く

生
活
必
需
品
、
特
に
食
料

品
な
ど
に
も
適
用
す
べ
き

で
あ
る
と
い
う
意
見
や
複

数
税
率
に
す
る
と
平
等
性

が
失
わ
れ
た
り
、
混
乱
す

る
可
能
性
が
出
る
と
い
う

意
見
も
あ
っ
た
。

賛
成
多
数
に
よ
り
採
択

（
反
対
２
人
）

※ＬＥＤ　Light Emitting Diode（発光ダイオード）
低電圧で発光する半導体。蛍光灯に比べ寿命が長く、消費電力が白
熱電球の10分の１等の利点がある。

三代目街路灯はＬＥＤ

新
聞
に
軽
減
税
率
適
用
を

意見書

採
　
　
択

請　願追　
跡 あれから……

どうなった！

新
時
代
の
契
機
と
な
れ
！

小
松
地
区
市
街
地
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
街
路
灯

12月定例会の議決状況
議会基本条例の規定により各議員の議案に対する賛否状況を報告します。

◎
新
聞
の
軽
減
税
率

に
関
す
る
意
見
書
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議会傍聴に
おいでください

まちの未来が見える 
（12月定例会の傍聴者は３人でした）

次の定例会は３月です

　

議
会
傍
聴
に
お
い
で
下

さ
い
。
Ｔ
Ｖ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
録
画
と
は
違
っ
た

緊
張
感
が
あ
り
ま
す
。

　

次
回
議
会
は
３
月
初
旬

開
催
の
定
例
会
で
す
。

　

手
続
き
は
簡
単
で
す
。

役
場
正
面
階
段
を
上
り
３

階
正
面
で
住
所
・
氏
名
を

書
く
だ
け
で
す
。
ぜ
ひ
気

軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務

局
（
４
２
︱
６
６
７
４
）

に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

　

11
月
13
日
、
行
財
政
改

革
の
評
価
に
対
す
る
検
証

を
行
っ
た
。

　

行
政
評
価
に
つ
い
て
は
、

各
課
ご
と
の
積
み
上
げ
に

よ
る
庁
内
評
価
と
、
町
づ

く
り
委
員
会
に
よ
り
外
部

評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

２
２
８
施
策
を
１
０
０

点
満
点
で
評
価
、
点
数
化

し
、
一
目
瞭
然
で
施
策
の

遅
れ
や
問
題

点
が
わ
か
る

よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
外

部
評
価
に
つ

い
て
は
、
前

年
度
よ
り
評

価
が
低
い
86

施
策
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し

て
評
価
し
て

い
る
。

　

委
員
会
で

は
、
内
部
評

価
の
う
ち
、

特
に
点
数
の

低
い
も
の

（
評
価
が
低

く
、
問
題
あ

り
と
さ
れ
た
項
目
）
を
中

心
に
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

　

ハ
ー
ド
事
業
（
建
物
・

施
設
建
設
な
ど
）
に
つ
い

て
は
目
に
見
え
る
が
、
ソ

フ
ト
事
業
（
交
流
・
研
修

な
ど
）
は
具
体
的
効
果
を

あ
ら
わ
せ
る
よ
う
な
工
夫

が
あ
れ
ば
分
か
り
や
す
い

と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。

　

11
月
18
日
、
川
西
町
商

工
会
と
産
業
厚
生
常
任
委

員
会
と
の
意
見
交
換
会
を

行
っ
た
。

　

商
工
会
か
ら
①
学
卒
者

の
町
内
定
着
、
②
道
の
駅

構
想
、
③
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
︱
の
３
つ
の
提
起
が

あ
り
、
議
会
か
ら
は
、
①

町
有
施
設
の
在
り
方
、
②

議
員
定
数
︱
の
２
つ
を
提

起
し
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

町
有
施
設
は
、
川
西
消

防
庁
舎
の
建
設
計
画
の
有

無
や
小
学
校
の
統
合
化
を

急
ぐ
べ
き
と
の
意
見
と
同

時
に
、
子
育
て
は
地
域
と

一
帯
で
行
う
べ
き
と
の
意

見
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
崩
壊
に
つ
な
が

る
恐
れ
の
あ
る
場
合
は
、

慎
重
に
す
す
め
る
べ
き
と

の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　

議
員
定
数
で
は
、
現
状

　

10
月
29
日
か
ら
30
日
の

日
程
で
、
議
会
運
営
委
員

会
の
視
察
調
査
が
行
わ
れ

維
持
で
い
い
、
し
っ
か
り

と
議
会
の
役
割
を
果
た
し

て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
の
意
見
も
出
さ
れ

た
。

　

道
の
駅
構
想
に
つ
い
て

は
、
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
や
ウ

エ
ル
マ
ー
ト

誘
致
問
題
は
、

情
報
と
し
て

重
要
で
あ
り

関
連
性
が
あ

る
が
ど
う

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
先
進

地
の
道
の
駅

で
は
、
そ
こ

に
行
っ
て
見

た
い
と
言
わ

れ
る
「
商
品

開
発
」
が
行

わ
れ
て
い
る
。

６
次
産
業
と

か
ら
め
て
追

た
。
調
査
地
は
新
潟
県
中

魚
沼
郡
津
南
町
議
会
。
長

野
県
と
の
県
境
に
位
置
し
、

求
す
べ
き
で
あ
る
な
ど
の

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
最

後
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
は
、
商
工
会
で
も
重
要

な
事
業
で
あ
り
、
次
年
度

以
降
も
継
続
を
求
め
る
意

見
が
出
さ
れ
た
。

日
本
有
数
の
豪
雪
地
で
あ

る
。

　

同
町
議
会
は
、
平
成
20

年
、
全
国
の
地
方
議
会
に

さ
き
が
け
て
議
会
報
告
会

（
報
告
会
及
び
住
民
懇
談

会
）
を
開
催
し
、
そ
れ
を

も
と
に
要
望
事
項
を
と
り

ま
と
め
、
そ
れ
に
対
す
る

町
当
局
の
回
答
を
公
表
し

て
い
る
。
さ
ら
に
回
答
の

翌
年
に
は
、
そ
の
事
項
が

ど
の
程
度
実
施
、
ま
た
は

計
画
化
さ
れ
た
か
な
ど
を

調
査
整
理
し
て
「
回
答
検

証
報
告
」
を
行
っ
て
い
る
。

ま
さ
に
議
会
改
革
の
パ
イ

オ
ニ
ア
と
い
え
る
。

　

意
見
交
換
会
で
最
も
留

意
す
べ
き
こ
と
は
と
の
質

問
に
、
津
南
の
議
運
委
員

長
は
、「
事
後
処
理
を
キ

チ
ン
と
す
る
こ
と
が
最
も

重
要
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

今
ま
で
議
会
だ
よ
り
と

い
う
と
、
表
紙
の
見
出
し

を
見
て
関
心
が
な
け
れ
ば
、

中
味
の
記
事
ま
で
読
ん
で

み
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
広
報
モ
ニ

タ
ー
の
依
頼
を
受
け
改
め

て
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
み

る
と
、
そ
こ
に
は
私
が
疑

問
に
思
っ
て
い
た
事
に
対

し
て
の
答
が
書
か
れ
て
い

る
事
に
驚
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば＂
空
き
家
条
例
＂

が
制
定
さ
れ
た
事
。
こ
こ

高
山
地
区
で
も
空
家
が
数

軒
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
冬
本
番
、
雪
の
問
題
が

あ
り
ま
す
。
見
て
見
ぬ
ふ

り
も
で
き
な
い
の
で
は
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

　

旧
二
中
校
舎
の
問
題
に

し
て
も
そ
う
で
す
が
、「
甘

か
っ
た
見
通
し
」と
見
出

し
が
あ
り
ま
し
た
。
本
当

に
甘
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
ひ
ど
い
雨
漏
り
。

こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ

と
も
で
き
ず
、
こ
こ
に
修

理
費
が
発
生
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

旧
二
中
校
舎
は
何
の
た

め
の
校
舎
だ
っ
た
の
か
と

思
う
の
は
私
だ
け
で
し
ょ

う
か
？

　

若
者
が
町
を
出
て
行
き
、

ま
す
ま
す
子
ど
も
の
数
が

少
な
く
な
る
事
実
を
真
剣

に
受
け
止
め
、
町
民
、
議

員
が
意
見
を
交
換
し
あ
い
、

若
い
人
が
帰
っ
て
来
た
く

な
る
町
づ
く
り
を
お
願
い

し
た
い
で
す
。

商工業の発展は町の活性化のカギをにぎる

生かせ、意見交換会の先進地の事例

各事業のチェックは重要なポイント

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
、

今
後
も
継
続
を

議
会
運
営
委
員
会

意
見
交
換
会
を
前
に
津
南
町
へ

『
事
後
処
理
が
最
も
重
要
で
す
』

総務文教常任委員会
行財政改革を検証

ソフト事業の評価に課題あり
委員会
レポート

広報モニターから

ひとこと②
中　郡　那須　京子 さん

（14）（15） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り

平成26年１月15日発行
第116号議 会 だ よ り議 会 だ よ り

平成26年１月15日発行
第116号



❖　プロフィール　❖

安
あんどう

藤　弥
や よ い

生
山形市出身、大塚在住。
夫、娘２人の子ども、夫の両親
の６人家族。
家族、地域、人の愛情に感謝、
明日のエネルギーとして頑張り
ます。

イ

ンタ
ビュー

大
塚
地
区
に
お
住
ま
い
の
安
藤
弥

生
さ
ん
に
子
育
て
や
町
に
望
む
こ

と
を
聞
き
ま
し
た
。

町民の声

▼
謹
賀
新
年
、
昨
年
７
月

の
参
議
院
選
は
安
倍
政
権

の
圧
勝
と
な
り
、
本
町
農

村
の
あ
る
べ
き
着
地
は
ど

う
な
の
か
大
い
に
議
論
す

べ
き
課
題
で
あ
る
▼
議
会

基
本
条
例
の
一
つ
で
町
民

の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換

会
を
初
め
て
３
地
区
で
実

施
し
た
。
残
る
４
地
区
は

今
年
の
予
定
で
あ
る
。
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

ご
期
待
▼
年
末
年
始
と
厳

し
い
編
集
で
あ
る
が
予
定

ど
お
り
発
行
に
こ
ぎ
つ
け

た
。
本
年
も
愛
読
さ
れ
る

紙
面
づ
く
り
に
一
同
励
む
。

（
島
貫
）

発
行
責
任
者　

齋
藤　

修
一

委
員
長　

佐
々
木
賢
一

副
委
員
長　

橋
本　

欣
一

委　
　

員　
島
貫
德
右
エ
門

　

同　　
　

黒
澤　
　

巖

　

同　　
　

斉
藤　

智
志

　

同　　
　

遠
藤　

章
一

ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
文
章
）

大
友
喜
味
雄

ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
写
真
）

青
木　

督
平

鴨　
　

源
一

斎
藤　

史
郎

　

山
形
市
か
ら
嫁
い
で
９

年
目
。
初
め
は
同
じ
県
内

な
の
に
方
言
、
文
化
、
風

習
の
違
い
に
驚
き
と
ま
ど

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
住
め
ば
都
。

今
で
は
生
ま
れ
育
っ
た
場

所
よ
り
も
馴
染
ん
で
い
る

私
が
い
ま
す
。

　

私
に
は
と
て
も
元
気
な

２
人
の
娘
が
い
ま
す
。
地

区
内
に
も
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
が
い
ま
す
の
で
、
一

緒
に
遊
ん
で
い
ま
す
。
川

西
町
の
自
然
豊
か
な
環
境

で
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

地
区
内
で
も
愛
護
会
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が

あ
り
、
大
人
も
子
ど
も
も

楽
し
ん
で
参
加
で
き
ま
す
。

子
育
て
を
す
る
に
は
、
川

西
町
は
本
当
に
良
い
所
で

す
。

　

地
区
で
の
最
近
の
一
番

の
思
い
出
は
、
地
区
運
動

会
で
の
総
合
優
勝
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
運
動
会
の

た
め
に
２
週
間
前
か
ら
、

毎
日
の
よ
う
に
応
援
練
習

を
し
た
り
、
体
力
づ
く
り

を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

親
た
ち
は
そ
れ
を
支
え
、

み
ん
な
で
勝
ち
と
っ
た
優

勝
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
当
に
う
れ
し
く
、
き
ず

な
を
深
め
た
出
来
事
で
す
。

　

町
の
子
育
て
支
援
と
し

て
、
平
成
24
年
か
ら
２
才

ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
家

庭
に
、
ゴ
ミ
袋
配
布
を
し

て
い
ま
す
。
家
計
に
大
変

助
か
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
い
ろ
ん
な
支
援
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

そ
れ
と
、
冬
期
間
、
雨

天
時
に
も
遊
べ
る
よ
う
な
、

屋
内
施
設
な
ど
も
あ
れ
ば

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

川
西
町
の
大
き
な
施
設

の
一
つ
と
し
て
フ
レ
ン
ド

リ
ー
プ
ラ
ザ
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
ま
す
。
と

て
も
立
派
な
施
設
で
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
よ
う
な
行
事
や
演
劇
、

観
劇
な
ど
を
も
っ
と
増
や

し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

川
西
町
は
こ
れ
か
ら
小

学
校
や
幼
稚
園
が
統
合
し

て
い
く
と
思
い
ま
す
。
地

域
か
ら
学
校
施
設
が
な
く

な
る
の
は
親
と
し
て
も
心

配
で
す
。
地
域
と
学
校
の

連
携
が
薄
く
な
る
と
思
う

か
ら
で
す
。
で
も
そ
の
分
、

家
庭
や
地
域
と
の
連
携
を

深
め
て
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
き
た
い
で
す
。

笑顔があふれる
すてきな家庭

川
西
町
に
住
ん
で
思
う

こ
と

編
集
の
後
で

最
近
一
番
の
思
い
出

町
に
望
む
こ
と
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